
『フランダースの犬』の主人公、ネロが憧れた画家としてもよく知られる、バロックの巨匠・ルーベンス。

そのエネルギッシュな作品は、ヨーロッパ中の王侯貴族を魅了しました。しかし彼は単なる宮廷画家で

はなく、その作品に政治的メッセージをも込めていたのです。宗教改革に始まった、カトリックとプロテス

タントの勢力争い。それが彼の芸術に与えた影響とは？その知られざる素顔に迫ります。


